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Abstract
This paper reports a study designed to develop and validate “The Check Catalogue for Quality of College Student 
Life 45（CC-QCSL-45）” and identified factors associate with satisfaction of campus life of Japanese college students. 
A Factor Analysis（principal factor method，promax rotation）with tetrachoric correlation matrix of 9465 college 
students’ data indicated a 12-factor model was the best fit and factors named appropriately. 270 college students

（male=53 ,female=217）completed the CC-QCSL-45 and WHOQOL-26 . The concordance rate of test-retest was 
confirmed by ICC（1 ,1）,43 items ‘concordance rate were moderate and 2 items’ rate were poor to fair. Alpha 
coefficients were α=.879（test）、and.α=881（retest）, Pearson’ s correlation between CC-QCSL-45 and WHOQOL-26 
were r=.737（p<.001）. Logistic regression analysis was conducted to examine the student satisfaction variable effect 
from each factor of CC-QCSL-45 , and odds ratios（OD）were calculated each of under graduate students and graduate 
students. For undergraduate students, factor “Sex（Female）（OD=1.50）” ,” Intimate friendship（OD=1.66）” ,” Physical 
condition（OD=1.38）”、” A feeling of identification with their college（OD=2.09）” ,” Worthwhileness of life（OD=1.50）” , 
“Positiveness for communication（OD=1.12）,” Self-efficacy（OD=1.38）” ,” Lecture（OD=1.64）,” Activeness（OD=1.28）” 
affected to satisfaction for campus life of college students.
. For graduate students factor “Sex（Female）（OD=1.51）” ,” Intimate friendship（OD=1.51）” ,” Anxiety（OD=1.26）”、”
A feeling of identification with their college（OD=1 . 97）” ,” Worthwhileness of life（OD=1 . 64）” , “Positiveness for 
communication（OD=1.17）,” Self-efficacy（OD=1.37）” ,” Lecture（OD=1.83）, and “environment of study（OD=1.23）” 
affected to satisfaction for campus life of college students.

Keywords: Quality of College Student Life, The Check Catalogue for Quality of College Student Life 45 , factor analysis, 
validity and reliability, logistic regression analysis
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Ⅰ．問題と目的
　近年、大学生のメンタルヘルスについて盛んに議論が
行われている。大学教職員からは、学生の学力低下、意
欲低下、対人関係の希薄さなどがしばしば指摘され、さ
らには不登校傾向、課外活動の停滞、進路未決定等の問
題に直面し、困惑の声が上がっている１）。また、傷つくこ
とを恐れ、人と深くつきあわずに孤立しやすく、その結果、
問題を抱えた時には、友人など周囲の人々からの支援を
受けずに引きこもり、日常生活に支障を来す例が報告され
るようになってきている２）。このような現象は一部の学生
にとどまらず大学生全体のメンタルヘルスの問題として考
えられるようになってきた。これまでの大学の保健管理機
関では、主に精神的疾患の早期発見と早期治療を重視し
てきたが、これからは一般学生の生活の質の向上を視野
に入れた健康支援を行うことがますます求められるであろ
う。この需要に応えるためにも、大学生の病気や症状と
いったネガティブな側面だけでなく、より包括的に、学生
生活の質（QOL）を評価するツールの開発が必要である。
　WHOQOL26の手引３）によると、QOLとは、患者や障
害者の幸福感、満足度などの主観的要素を重視し、「身体
的側面」「社会的側面」「心理的側面」「環境的側面」から人
生・生活の質をとらえることである。しかしQOLは定義
が難しく、疾病との関連や全体的な生活の質など広がりを
もっており、多くの研究がなされている。大学生のQOL
を把握するには、既存のQOL尺度を用いる研究もあるが、
学業や大学生生活の課題などを含んだ大学生特有のQOL
を測定することが重要である。大学生のQOLを測定する
既存の尺度は （a） スピリチュアリティ （b） 自己制御 （c） 
仕事、レクレーション、余暇 （d） 友人関係（e） 愛からな
るThe Wellness Evaluation of Lifestyle尺度４）や学生の生
活体験の知覚を測定する40項目からなるThe Quality of 
Student Life Questionnaire５，６）、学生の大学生活の質を測
定するwell-being尺度としてquality of college life７）など
が欧米で開発されてきている。我が国の大学生のQOL研
究は、大学改革を学生の視点からとらえる資料とする目
的で質問票を作成した東洋大学学生のQOLの調査８）、そ
の後一般学生への適用できるように改良した大学生活の
QOL尺度による調査がある９）。しかし、質問項目が大学
の学部生向けであり、所属大学によっては答えにくい項目
があるなど、汎用性に問題があった。
　筆者らは、我が国の大学生の学生生活の現状を反映し
た項目から構成され、同時に我が国の多くの大学で使用
できる汎用性をもつ、大学生・大学院生の主観的Quality 
of Student Life（QOSL）を測定する調査票「学生生活チェッ
クカタログ」の開発と調査を行ってきた10-13）。「学生生活
チェックカタログ」の開発にあたり、大学生という存在は、

学業や社会的関係・対人関係の中で、知的成長とアイデン
ティティーを形成し、修学期間を終えると社会に巣立って
いく未来志向的な存在であり、発達課題に取り組んでい
る充実感をもって大学生のQOLと言えるのではないかと
考えた。そこで、まず大学生・大学院生のQOSLについて
５つの領域（自己効力感、社会的関係・良好な対人関係、
学業・知的成長、未来的展望、充実感）を想定した。その
うえで、それぞれの領域について、修学や健康に関する
相談を求めて訪れた学生との面談などで得られた学生の
訴えや健康に関する講義のレポートの記述、および関連
する文献の記述などを参考に、臨床心理士と医師（精神科
医、公衆衛生を専門とする医師）が項目を収集し、プロト
タイプとして78項目からなる質問紙を作成した。
　このプロトタイプを元に、より少ない項目数で包括的に
学生生活の質を測定できる大規模調査に対応可能な質問
紙を作成した。プロトタイプ開発過程から、WHOQOL26 
のように「環境」の領域も必要ではないか、等の改良点が
浮かび上がった。そこで、大学生活のQOLを、大学生が
自己効力感を持ち、生活する大学内外を含む環境を活用
しながら、自分自身における目標や将来展望、対人関係、
知的成長、心身の健康についての充実や満足、と定義し
なおし、プロトタイプの因子分析の結果を再検討し、「体
調」「自己効力感」「社会的関係」「生活・学習環境」「学業・課
外活動」「将来展望・生きがい」の６領域と「全体的充実感」
を問う項目に再構成しなおした。回答のしやすさ、回答
時間の短縮を目的として、それぞれの領域において、ま
た相互の相関の高い項目を削除し、因子負荷量の高い項
目を選択した45項目からなる「学生生活チェックカタログ
45」を作成した。再検査法による信頼性係数（Pearsonの
相関係数）は0.928（n=43，p<.001）であることが確認さ
れた10-13）。また、妥当性に関しては、学生生活チェックカ
タログ45とWHOQOL26尺度との間には高い相関があり、
WHOQOL26の下位領域についても学生生活チェックカ
タログの対応因子との間で有意に高い正の相関が認めら
れた10-13）。しかし、信頼性については、再テスト法によっ
て「いろいろなことを話せる友達がいる」「悩みを相談でき
る人がいる」の２項目で一致率（κ値）が低かった。この母
集団（n=43）においては上記２項目への回答のほとんどが

「はい」であり、両項目の内容を見ると３週間の間に大きく
変化するものとは考えにくいことから、信頼性に関して十
分に検討されているとは言えず、データ数を増やし引き続
き信頼性・妥当性の検討を行う必要があると考えられた。
　本研究では、これまでの研究を発展させ、より大きな調
査対象を用いて「学生生活チェックカタログ45」の信頼性、
妥当性の検討を行うことを目的とする。
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Ⅱ．方法
（１）因子分析による因子を構成する項目の検討
　Ａ大学で2014年４月の健康診断時に行われ、説明時に
調査への参加協力を依頼した。調査参加について、回答
は任意であること、個人を特定するような分析はしない
こと、本研究の結果は数量的に処理をされて論文化され
ることなどの説明をし、調査への協力を求めた。学部生・
大学院生9465名（性別：男性6560名、女性2839名、不
明66名）（課程別：大学生活の経験のない新入生を除く学
部生6372名、修士課程大学院生1648名、博士課程大学
院生1370名、研究生51名、その他24名）のデータを分析
対象とした（以下便宜上データＸと呼ぶ）。質問票は「学生
生活チェックカタログ45」を用いた。統計解析ソフトはR 
3 .1 .2 for Mac OS14）を用いた。
（２）信頼性・妥当性の検討
　信頼性・妥当性検討のために、九州と関西にある４つの
大学に所属する大学生・大学院生を対象に調査を行った。
実施時期は2014年11月～2015年１月であった。
　講義時に大学生に調査の協力を依頼し、調査は任意で
あること、表紙の説明を読んで研究趣意に同意するなら
ばチェック欄に記入することなどが説明された。
　調査は合計２回行われ、約３週間あけて第２回目の調
査を行った。第１回目の調査では「学生生活チェックカタ
ログ45」、第２回目の調査では、「学生生活チェックカタ
ログ45」とWHOQOL26が用いられた。第１回目または第
２回目の調査票のデータを後で連結させるために、第１

回目と２回目に実施された質問紙の表紙に匿名の個人ID
（記号や番号など）を被験者に記入してもらい、マッチン
グを行えるように工夫した。
　研究参加の同意チェック欄に回答のなかったもの、IDが
不明なもの、欠損値のあるもの、２回の調査のうち１回し
か回答をしていないものを除き270名分（男性53名、女性
217名）（学年の内訳は１年生15名、２年生120名、３年生
88名、４年生42名、修士学生５名）のデータを分析対象と
した（以下便宜的にデータＹとよぶ）。
　調査はＡ大学基幹教育院倫理委員会の審査を受け、許
可を得て実施された（番号201407R）。
（３）大学生活の全体的充実に関連する項目の分析
　大学生活の全体的充実に関連する項目の分析は、デー
タＸの中から学部生・大学院生のみを抽出した。次にロジ
スティック回帰分析では欠損値があると正確な計算がで
きなくなること、データＸは比較的大きなサイズのデータ
であるため、欠損値を削除しても全体的な傾向に影響が
ないことなどから、欠損値をリストワイズ法によりリスト
ごと削除した。その結果学部生6176名（男子4269名、女
子1907名）、大学院生：2873名（男子2088名、女子785名）
の計9049名のデータ（データＸ’）を作成し、解析を行った。
また、統計解析ソフトはR 3 .1 .2 for Mac OS14）とPASW 
statics （SPSS）18 .0 for Macintoshを用いた。

表1　学生生活チェックカタログへの項目別回答のクロス集計とχ2値
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Ⅲ．結果
（１）項目ごとの回答傾向と因子分析による項目の
検討
１）項目別回答率（クロス集計表）
　データＸを用いて、各項目への回答（はい、いいえ）と
学部生、大学院生のクロス集計表とχ²検定の結果を表１
に示す。
　「大学生活が充実」していると回答した学生は、学部生
で80.1%、大学院生は82.7%にのぼり、「毎日が充実」し
ていると回答した学生は学部生77.0％、大学院生80.1%
であった。
　学部生と大学院生を比較すると、例えば「９．将来どん
な職業につくのか、ある程度の方向を決めている」は、学
部生が68.7%であるのに対し、大学院生は87.1％であっ
た。このように５項目を除く40項目において、学部生に
比べ大学院生のほうがQOLへのポジティブな回答が認め
られた（40項目すべてp<.001）。
２）因子分析による検討
　回答が「はい」「いいえ」の２値データのため、連続変数
として推計できるテトラコリック相関行列を用いて質的因
子分析15）を行った。テトラコリッ
ク相関とは、２変数が共に順序尺
度をとる離散変数であり、共にカ
テゴリ数を ２ つ 伴う時に、最尤
推定法により両変数間に求められ
る2×2の相関である。テトラコ
リック相関では、２値の背後に正
規分布する潜在変数を仮定し、２
つの反応カテゴリ間の距離を閾値
で調整する16）。
　因子分析を行う項目について、
全体的な満足度を尋ねた「34.大学
生活が充実している」「45.毎日が充
実している」と、QOSLというより
は学生生活の実態を知る質問とし
て扱ったほうがよいと考えられた

「１．アルバイトをしている」「２．
学内のサークル･クラブに入ってい
る」「19.学外の勉強会に参加してい
る」を除いて、残りの合計40項目
を因子分析の対象として選択した。
40項目のテトラコリック相関行列
を算出し、デフォルトのPearson
の相関行列の代わりに用いて主因
子法・Promax回転による因子分析
を行った。

　平行分析を行った結果、固有値１を超える因子は12と
想定された。この因子分析の目的が分類を行う目的であ
ること、本チェックカタログが広い領域を測定する包括
的なものであること、また実際に12因子を想定した場合
に解釈が容易にできることから、12因子を想定して因子
分析を行った。結果を表２に示す。
　第１因子は「自己効力感」（４項目）、第２因子は「不安・
悩み」（５項目）、第３因子は「生きがい」（３項目）、第４因
子は「対人積極性」（３項目）、第５因子は「疲労感」（３項
目）、第６因子は「親密な友人関係」（３項目）、第７因子は

「将来展望」（３項目）、第８因子は「大学帰属意識」（３項
目）、第９因子は「生活・学習環境」（６項目）、第10因子は

「体調」（２項目）、第11因子は「講義・ゼミ」（２項目）、第
12因子は「活動性」（２項目）と命名した（表２）。

（２）信頼性・妥当性の検討
１）再テスト法による信頼性の検討
　データＹの解析の結果、学生生活チェックカタログ
45の１回目実施と２回目実施の総得点のPearsonの相関
はr=.887であった。次に各項目の一致度を検討するた

表２　「学生生活チェックカタログ45」の因子分析の結果
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めに、１回目の測定と２回目の測定の級内相関係数ICC
（1,1）を算出した。２値データであるのでカテゴリカル
データと考えることもできるのでκ値も算出した。結
果を表３に示す。
　１回目と２回目の測定で有意差のあった項目はなかっ
た。ICC値の評価はLandis and Koch17）の基準であるpoor

（0.20未満）、fair（0.20～0.40）、moderate（0.41～0.60）、
excellent（0.61 ～ 0.80）、almost perfect（0 .81 ～ 1.00）、
を採用した。その結果45項目中43項目がmoderate以上
となったが、項目「33.少なくとも2.3の講義やゼミに意欲
的にでている」が0.386、項目「42.持病があって生活に支
障がある」が０.379であり、一致率はfairレベルとなった。
κ値においてもほぼ同様の結果であった。

　また、第１回目調査における「学生生活チェックカタロ
グ45」全体のクロンバックのα係数は.879、第２回目調
査におけるクロンバックのα係数は.884であった。
２）基準連関妥当性の検討
　「学生生活チェックカタログ45」の総得点とWHO-
QOL26の総得点とのPearsonの相関はr=.721（p<.001）
であった。次に「学生生活チェックカタログ45」の各因子
とWHOQOL26の下位尺度との関連をみた。「学生生活
チェックカタログ45」の「対人積極性」因子と「親密な友人
関係」因子を「社会的側面」、「自己効力感」因子・「不安・
悩み」因子・「生きがい」因子・「将来展望」因子を「心理的
側面」、「生活・学習環境」因子を「環境的側面」、「体調」因
子・「疲労感」因子を「身体的側面」に分類し、それぞれを

表３　再テスト法による各項目ごとの一致率
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WHOQOL26の領域と対応させて相関をみた結果を表４
に示す。

（３）「全体的充実感」を問う項目と各因子との関連
　「全体的充実感」を問う項目と各因子との関連を見るた
めに、項目「34.大学生活が充実している」を目的変数、（１）
で算出された12の因子を説明変数としてロジスティック
回帰分析を行った。表２のクロス集計表を検討した結果、
大学生と大学院生との間で講義の位置づけなどの学生生
活のあり方が異なっていることが想定されることから、学
部生と大学院生に分けて解析を行った。
　「34.大学生活が充実している」へ「はい」と回答したも
のを「大学生活充実群」として１を、「いいえ」と回答した
ものを「大学生活非充実群」として０とし、目的変数とし

た。説明変数は、因子分析でまとめられた12因子に基づ
いて、それぞれの項目に「はい」と回答したものを１点、「い
いえ」と回答したものを０点とし、逆転項目について正負
を修正した後各因子の合計得点を算出したものと、性別

（男子＝１，女子＝２）の13変数で分析を行った。
　学部生について、まずロジスティック回帰分析を行い、
回帰係数の推定値とｐ値を確認した。次に、モデルのあ
てはまりの良さについて、ステップワイズ法（変数増減
法）にて変数選択を行った結果、「疲労感」「生活学習環境」

「将来展望」が選択されず、10変数が残ったので、それら
の変数を説明変数として再度ロジスティック回帰分析を
行った。その結果、ｐ値が0.09と比較的高かった「不安
と悩み」変数を手動で除き、残った９変数「性別」、「親密
な友人関係」、「体調」、「大学帰属意識」、「生きがい」、「対

表4　学生生活チェックカタログ45の因子とWHOQOL26の下位尺度との相関

表５　「大学生活の充実」への関連要因（学部生）

表６　「大学生活の充実」への関連要因（大学院生）
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人積極性」、「自己効力感」、「講義・ゼミ」、「活動性」を説
明変数とするモデルが採用された。それぞれのオッズ比
を求めると「性別（女性）」1.51、「親密な友人関係」1.66、

「体調」1.38、「大学帰属意識」2.09、「生きがい」1.50、「対
人積極性」1.12、「自己効力感」1.38、「講義・ゼミ」1.64、

「活動性」1.28であった（表５）。多重共線性の確認のため、
VIF値を算出したところ1.025～1.253であり、10を超え
るものはなかった。
　次に大学院生のロジスティック回帰分析を行った。ス
テップワイズ法にて変数選択を行った結果、「親密な友人
関係」、「不安と悩み」、「体調」、「大学帰属意識」、「生き
がい」、「対人積極性」、「自己効力感」、「講義・ゼミ」、「生
活学習環境」の９つの変数を説明変数とするモデルが採用
された。オッズ比は「親密な友人関係」1.50、「不安と悩み」
1.24、「大学帰属意識」1.98、「生きがい」1.62、「対人積極性」
1.17、「自己効力感」1.38、「講義・ゼミ」1.88、「活動性」1.26
であった（表６）。VIF値は1.087～1.485であり、10を超
えるものはなかった。

Ⅳ．考察
（１）クロス集計（X2検定）と因子分析による検討
１）学部生、大学院生のクロス集計（X2検定）によ
る分析
　項目ごとに学部生群と大学院生群にわけてχ²検定を
行ったが、大学生活が充実していると回答した学生は、
学部生で80.1%、大学院生は82.7%にのぼった。また毎
日が充実していると回答した学生は学部生77.0％、大学
院生80.1%であった。この母集団の大学生活は充実度が
高く、大学院生のほうがより充実度が高いことが示唆さ
れた。その理由の一つは、大学院生のほうが、将来どん
な職業につくのかある程度の方向を決めており、将来展
望に関する得点が高いことが想定され、学習意欲の高い
学生から大学院に進学していることが考えられるので、
大学院生は目的意識が高く、充実度も高くなっているこ
とが考えられる。
２）因子分析の結果について
　因子分析の結果、「学生生活チェックカタログ45」の構
造は、12の因子と、２項目の「全体的充実感」、アルバイ
ト・サークル所属などを尋ねる３項目の「学生生活実態項
目」から成り立っていると考えられた。今後「学生生活実
態項目」をこの尺度に入れたままにするのかどうか検討す
る必要性、また、因子間の関係性については、構造方程
式モデリング等で明らかにする必要性などの課題が明確
になった。

（２）信頼性と妥当性の検討
　今回、再検査信頼性をより大きなデータで検討した結
果、これまでの研究で十分明らかにできなかった点につ
いて検討することができた。まず、尺度全体のα係数
は.879（第１回目調査）であり、１回目調査と２回目調査
の相関はr=.887と高く、尺度全体の信頼性は十分確保で
きたといえよう。また、これまでの研究（n=43）10）では、

「５．いろいろなことを話せる友達がいる」「21．悩みを相
談できる友達がいる」について大多数が「はい」と回答す
る偏りが問題であるとされていた。今回の調査（n=270）
の結果では、「５．いろいろなことを話せる友達がいる」
への「はい」の回答は89.6％（第１回目調査）でICC（1，1）
は0.628であった。また「21．悩みを相談できる友達がい
る」への「はい」の回答は86.6％（第１回調査）あり、ICC

（1，1）は0.607であった。これらの２項目では中程度の一
致率が認められた。
　一方、今回の調査の結果で再テストの一致率の低い項
目は、これまでの研究で一致率が低かった２項目とは異
なったものであった。「33．少なくとも２，３の講義やゼミ
に意欲的にでている」は、ICC（1，1）は0.393であった。
この理由は、調査が学期と春休みにまたがって行われた
ため、講義やゼミへの出席状況が変化したことが考えら
れ、この項目は実施時期によって回答が変動しうる項目
があることが明らかになった。より安定度のある表現で
は、例えば「この半年間、少なくとも２，３の講義やゼミ
に意欲的に出た」などに変更する必要があるだろう。
　また「42.持病があって生活に支障がある」においては
ICC（1，1）が0.357であった。この項目は「はい」への回答
が6.3％（第１回目調査）とかなり低く、床効果によって統
計的に一致率が低くなった可能性がある。また、クロス集
計行ったところ、１回目に「はい」と回答し再調査でも「は
い」と回答した人は270人中わずか８人に過ぎなかった。
その理由として、回答者が３週間の間に症状が変化する急
性の疾患（風邪など）を含めて回答した可能性があると考
えられた。今後、例えば「慢性的な体調不良があって生活
に支障がある」などへの表現を変更する必要があるだろう。
　妥当性について、「学生生活チェックカタログ45」の
総得点とWHOQOL26の総得点とのPearsonの相関は
r=.721（p<.001）であったことから、全体としてはかなり
高い相関があったと言えるだろう。一方、WHOQOL26
の４領域の下位尺度に合わせてまとめた「学生生活チェッ
クカタログ45」因子の４領域との相関は、心理的領域で
r=.647、身体的領域でr=.546、社会的領域でr=.438、環
境的領域でr=.421であった（表４）。WHOQOL26によっ
て測定されたQOLと学生生活チェックカタログ45で測
定されたQOSLとの間の相関は心理的領域では高い相関
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が、身体的領域、社会的領域、環境領域において、中程
度の相関が認められた。また、大学生活に特有の「大学
帰属意識」や「講義・ゼミ」「活動性」などの因子については
WHOQOL26に対応する下位尺度がなく検討できなかっ
た。今後「学生生活チェックカタログ45」の各因子に対応
するWHOQOL26以外の標準化された尺度との相関をさ
らに検討してゆく必要があるだろう。
（３）「全体的充実感」と各因子との関連
　大学生活の「全体的充実感」項目と「学生生活チェック
カタログ45」の因子・性別の関連を明らかにするために、
ロジスティック回帰分析を行った結果、女性のほうが大
学生活の充実度が高いことがわかった。また「大学帰属意
識」の高さと「親密な友人関係」が大学生活の充実に大き
な影響を与えていた。大学が学生生活の充実を支援する
ためには、大学の居心地や、学生が孤立しないような人
間関係構築システムを大学が提供するなどの工夫が必要
であると考えられる。また自分の好きなことに取り組んだ
り、やりがいを感じたりすることなどの「生きがい」の要
因も学生生活の充実に影響を与えていた。表２のように、
学部生の79.9％、大学院生の82.6％が夢中になってでき
るような好きなことがあり、学部生の78.5％、大学院生
の84.5％はやりがいがあることをもっており、研究など
も含め、好奇心や好きなことの発見とそれに取り組むこ
とが重要であることが示唆された。
　また学部生と大学院生との間で、大学生活満足度に関
連する要因が異なっていることがわかった。一つは健康
面で、学部生では「体調」要因が、大学院生では「不安や
悩み」要因というメンタルヘルスが学生生活の充実に影響
していた。クロス集計表からは、体調不良に悩まされて
いるのは学部生9.5%、大学院生10.9%、であり、先の
ことを考えると不安になっているのは学部生59.7%、大
学院生50.8%など学部生のほうがより不安になりがちで
あった。学部生に対しては、進路が不明確な時点でのキャ
リアデベロップメント教育などを充実させることで、不安
の解消させることが重要であろう。また大学院生に対し
ては現在あまりなされていない、大学院生への健康教育
などが必要であることが示唆された。
　もう一つは「講義・ゼミ」である。学部生にとって講義・
ゼミは大きな位置を占めることは予想できたが、研究活
動が中心である大学院生にとっても学生生活の充実に講
義・ゼミの要因が大きく影響していた。学生生活の充実を
個人の責任だけに帰するのではなく、大学に出てきて楽
しんで活き活きと意欲的に講義やゼミを受講できるよう
に、教育やゼミを充実させるなど、大学教育、大学院教
育もますますそれに答える必要があるだろう。

（４）調査の限界と今後の課題
　今後、因子間の関係の明確化と信頼性・妥当性の確認
の精度を上げ、標準化へ向けてさらなる研究を重ねる必
要がある。また、本研究の後半は、同一大学に所属する
学生のデータを用いての検討であり、今後は複数の大学
に所属する学生に調査を実施してゆきたい。
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